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	 (1) 3 次関数 f (x) の極大値と極大値の条件と，その導関数 f ´(x ) の定
積分の条件から f ´(x ) を決定できる。(2) 極大値	f ( − 1) と極小値	f (2) の差は，
f ´(x ) の定積分 ∫

2

−1

f ´(x )dx で表されることが分かるんだね。

f (x ) を x ＝ − 1 で極大，x ＝2 で極小となる 3 次関数で ∫
0

2

f ´(x )dx ＝ − 5

を満たすものとする。

(1) f ´(x ) を求めよ。  

(2) f (x ) の極大値と極小値の差を求めよ。　　　　　　　　　( 熊本大 )

解答＆解説

微分と積分の融合問題

ヒント！

(1) 3 次関数 f (x ) が x ＝ − 1 で極大，x ＝ 2 で極小

となることより，右図からこの導関数 f ´(x ) は，
x ＝ − 1 と 2 で x 軸と交わり，下に凸の放物線

であることが分かるので，

f ´(x ) ＝ a (x ＋ 1)(x − 2)
＝ a (x 2 − x − 2) 	……①		(a：正の定数)

と表される。ここで，定積分の条件式：

∫
0

2

f ´(x )dx ＝− 5 	……②に①を代入して，

a ∫
0

2

(x 2 − x − 2)dx ＝− 5   よって，−
10  3 a ＝− 5，a ＝ 5 ×

3  10より，

a ＝
3  2 となる。これを①に代入すると，導関数 f ´(x ) は，

f ´(x ) ＝
3  2 (x 2 − x − 2) 	……①´  となる。…………………………………(答)

a (x 2 − x − 2) 	(①より)

[ 1  3 x3−
1  2 x2−2x] 2 

0
＝

8  3 − 2 − 4 ＝
8  3 − 6 ＝−

10  3

f ´(x ) ＝ a(x ＋ 1)(x − 2)

x2

2

＋

減少
増加

増加

−

＋

極小

極大

x

−1

−1

y ＝ f (x)
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(2) f ´(x ) ＝
3  2 (x 2 − x − 2) より，

3 次関数 f (x ) の増減表は右のよ
うになる。よって，この f (x ) の

{ 極大値は f (− 1) であり，
　極小値は f (2) となる。
よって，(極大値 ) − (極小値 ) ＝ f (− 1) − f (2) は，次のように定積分で
表すことができる。これより，

求める極値の差は，

f (− 1) − f (2) ＝∫
2

−1
f ´(x )dx

＝
3  2 ∫2

−1
(x 2 − x − 2)dx

＝
3  2 [ 1  3 x 3 −

1  2 x 2 − 2x ]−1  

2

＝
3  2 {−

1  3 −
1  2 ＋ 2 − ( 8  3 − 2 − 4)}

＝
3  2 ×

9  2 ＝
27  4 	 	である。	…………………………………………(答)

　このように受験問題では，微分と積分は融合形式で出題されることも多

いんだね。このような問題では，グラフや増減表を利用しながら解いてい

くといいよ。

3  2 (x 2 − x − 2)

f (x) の増減表

逆に見て，

∫
2

−1

f ´(x )dx ＝ [ f (x)]−1 

2

＝ f (− 1) − f (2)
となることから分かるはずだ。

x − 1 2
f ´(x) ＋ 0 − 0 ＋

f (x) 極大 極小

−
1  3 −

8  3 ＋ 2 ＋ 2 ＋ 4 −
1  2 ＝ − 3 ＋ 8 −

1  2 ＝ 5 −
1  2 ＝

9  2


